
１　施設の概要

指定期間

２　収支の状況

施 設 内 容

○ 面積、施設・設備名、定員、開館時間、休館日、主な料金など

管理運営費

指定管理者名

収支差額　（ａ）－（ｂ） 0 0 0

公の施設の指定管理者における業務状況評価

所管課

施 設 所 在 地

使用料・手数料

その他 539

36,22465,106支出計　　（ｂ）

19,095 24,570

2,954

支
出

46,010

46,151

64,544県支出金

14,175

2,729

16,367 14,195

7,386

人件費

その他

46,151

利用料金：無料

休館日：土・日・祝祭日，12月29日～1月3日

職 員 体 制

65,106 36,224

事業費

収入計　　（ａ）

収
入

（巡回展の期間中、公開講座等開催日は開館)

平成22年4月1日 ～ 平成25年3月31日

562

平成26年3月24日

事 業 内 容

高知県教育委員会文化財課

単位：千円

平成２５年度（予算）

施 設 名 高知県立埋蔵文化財センター

○施設管理（埋蔵文化財保護の中核施設として最適な施設管理を行う）
○出土文化財等資料管理（出土遺物を適切に保管・管理し県内外からの依頼に
応じて貸出等を行う）
○広報普及（発掘調査成果及び出土文化財を広く県民に公開することにより埋蔵
文化財に対する保護の推進と普及啓発を図る）

　常勤職員：　５名

35,841 45,612

0

383

平成２３年度（決算） 平成２４年度（決算）

公益財団法人高知県文化財団

南国市篠原１４３７－１

面積：本館(1,038.68㎡)　北館(518.40㎡)　南館(1,045.92㎡)　収蔵庫(1,527.52㎡)

開館時間：午前９時～午後５時まで
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Ａ：仕様書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われたもの
Ｂ：おおむね仕様書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われたもの
Ｃ：仕様書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要なもの
Ｄ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善を要するもの

【評価の目安】

○出前考古学教室は好評である。各種企画展示の開催や公開講座等の実
施は、埋蔵文化財センターの知名度アップと考古学への関心の高まりと広が
りにつながっている。
○利用者サービスや施設管理については概ね適正にできている。
○埋蔵文化財保護の中核施設づくりを目指す一方、展示スペース等が狭小
であるため、積極的に外部に出ていき地域展等の開催により県民に出土遺
物等の実物に触れる機会を増やすことで、更に、埋蔵文化財センターへの利
用者数を確保するものと考えられる。

③その他特記事項

展示公開（遺跡から出土した土器類の展示や展示解説板による説明）や親
子考古学教室等での来館者には、備え付け用紙やアンケートにより意見や
感想を求めニーズの把握に努めた。また、各学校現場での出前考古学教室
の実施は、児童や教員にも概ね好評な感想を頂いているが、今後の取組み
についての参考としている。

3,100

Ｂ

○収入は県からの委託料のみであり、経費の節減に努めつつ適正な支出が
行なわれている。④収支の状況

総合評価

②利用者サービスの維
持向上

③利用実績

○年間行事カレンダーの作成やホームページにより事業内容の情報発信と
ともに、講座への参加経験者に事業案内を送付する等で利用者数の確保に
努めた。
○公開講座等については、回数を増やしたり内容の精選に努め対応した。
○センター内で企画調整会議や情報交換会議を開催し職員間の情報共有
や知識の研鑽に努め、利用者に対して十分な説明ができるように努めた。

○出前考古学教室等で積極的に館外に出向いた。
○今後、講座の充実と一層、広報に力を入れて行くことが重要である。

①年間利用者数 (単位：人)

４　平成 ２４ 年度業務評価

状　　　況　　　説　　　明項　　　　　　　目

○協定書、事業計画書の内容に従って概ね適正な管理が行われた。
○事故発生はなかったが、万一の時のために救命講習や消防訓練等を実
施し利用者の安全確保に努めた。

①適正な管理運営の確
保

平成２４年度（実績） 平成２５年度（目標）

 

○ 利用者アンケート等の実施状況（時期・方法・回答数・調査結果等）

②利用者意見等の反映

3,058 2,854

３ 利用状況

平成２３年度（実績）
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